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議　　案　　名
議案番号

認 定 第 5 号

諮 問 第 3 号

諮 問 第 4 号

諮 問 第 5 号

令和6年度津市土地区画整理事業特別会計歳入歳出決算

認 定 第 6 号 令和6年度津市住宅新築資金等貸付事業特別会計歳入歳出決算

認 定 第 7 号 令和6年度津市椋本財産区特別会計歳入歳出決算

認 定 第 9 号 令和6年度津市工業用水道事業会計決算

認定第11号 令和6年度津市駐車場事業会計決算

認定第12号 令和6年度津市モーターボート競走事業会計決算

人権擁護委員の候補者の推薦について

廣瀬 悟
ひろ せ さとる

人権擁護委員の候補者の推薦について

米川 多香士　　　　　
よねかわ た か し

人権擁護委員の候補者の推薦について

概　　　要

議　　案　　名
議案番号

報告第21号
専決処分の報告について

市道除草作業に伴う事故による損害賠償の額の決定　18万2,258円

報告第22号
専決処分の報告について

交通事故による損害賠償の額の決定　20万5,145円

概　　　要

報　　告

【賛成多数で可決・認定された議案】

概　　　要

賛成しなかった
議員

議　　案　　名
議案番号

認 定 第 1 号

認 定 第 2 号

認 定 第 3 号

認 定 第 4 号

認 定 第 8 号

認定第10号

議案第95号

津市福祉医療費等の助成に関する条例の一部の改正について

令和６年度津市一般会計歳入歳出決算

令和６年度津市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算

令和６年度津市介護保険事業特別会計歳入歳出決算

所得にかかわらず自己負担額を無料としている子ども医療費助成について、対象を中学生
までから18歳年度末までの高校生年代に拡大するための所要の改正

《反対討論　日本共産党津市議団　滝　勝弘議員》災害時に避難所となる学校体育館への空調設備の設置が進
まないこと、マイナンバーカードを取得した人のみにシルバーエミカを交付するのは不公平であること、学校
給食の無償化に部分的でさえも踏み出していないこと、自衛隊への名簿提供を続けていること、加齢性難聴者
の補聴器購入に対する助成や認知症事故救済制度の導入などの市民の求める施策が行われていないことなど、
市民の要求に応える市政になっていないことから反対する。

《反対討論　日本共産党津市議団　滝　勝弘議員》この制度は、75歳という年齢ですべての医療保険制度から
排除し差別される制度である。高齢者の医療差別をなくし、安心して医療にかかれるようにすべきという観点
から反対する。

《反対討論　日本共産党津市議団　滝　勝弘議員》国の社会保障を切り捨てる施策の下、高過ぎる国民健康保
険料が国民健康保険に加入する市民の暮らしを圧迫している。また、国に追随してマイナ保険証を推進してい
ることも問題であり、すべての加入者が安心して医療機関にかかれるようにすべきとの立場から反対する。

《反対討論　日本共産党津市議団　滝　勝弘議員》わずかな年金からでさえ保険料が天引きされる一方で、介
護が必要になっても利用料が払えず、介護保険のサービスが利用できない人が多くいる。また、利用料の負担
割合が高くなってきており、介護職員不足も切実であるなど、保険あって介護なしと言われる状況であること
から反対する。

《反対討論　日本共産党津市議団　滝　勝弘議員》県営水道の必要以上の契約により水道事業会計が圧迫され
ている。また、ウオーターＰＰＰという、国が主導して上下水道事業を民間委託していく大きな流れの中にあ
るとして反対した上下水道管理・更新一体マネジメント方式検討支援業務委託料が含まれているため、反対する。

《反対討論　日本共産党津市議団　滝　勝弘議員》ウオーターＰＰＰという、国が主導して上下水道事業を民
間委託していく大きな流れの中にあるとして反対した上下水道管理・更新一体マネジメント方式検討支援業務
委託料が含まれているため、反対する。

長谷川植

滝勝弘、八太正年

滝勝弘、中野裕子

滝勝弘、中野裕子

令和６年度津市後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算 滝勝弘、中野裕子

令和６年度津市水道事業会計決算

令和６年度津市下水道事業会計決算

滝勝弘

滝勝弘


